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【目 的 】 現 代 の人 々 の 衣 生 活 を 眺 め る と 、 量 的 に は 充 足 し て い る に も か か わ ら ず 購 買 意

欲 は 衰 え る と こ ろ を 知 ら な い 。 日 本 衣 料 管 理 協 会 の 調 査 に よ る 研 究 報 告な ど か ら も 明 ら か

な よ う に 、そ の 管 理 や 収 納 場 所 の 狭 さ か ら な ど か ら 、 退 蔵 衣 服 が 問 題 にな っ て い る 。 そ こ

で 本 研 究 で(i  、 購 入 し た 衣 服 を 着 用 の 有 無 へ と 導 く 要因 を 探 る た め に 、特 に 衣服 購 入 時・

著 装 時 に お け る 選択 基 準 の 重 視 度 に 焦 点 を あ て 、こ れ ら と 購 入 後 の 評 価〈 満足 ・ 不 満 足 〉

お よび 着 用 の 有 無 と の 関 連 を 考 察 し た 。 第 １ 報 で は 外 出 着・ 普 段 着 別 に 購 入 時 一着 装 時 の

選 択 基 準 の 重 視 度 を 世 代 別 に明 ら か に す る と と も に 選択 基 準 の 構 造 を 検 討 し た 。

【方 法 】 近 畿 圏 に 居 住 す る 満18 才 から70 才 ま で の 女 性　720 名 を 対 象 に1990 年10 月 か ら11

月 、 配 票 留 置 法 に よ る 質 問 紙 調査 を 行 っ た（525 名 回 収 、回 収 率　72.9    % ) 、 主 な 質 問 項 目

は 衣 服 の 購 入時 ・ 着 装 時 に お け る 選択 基 準（ 外 出 着 ・ 普 段 着 別 ）の 重 視 度 、 生 活 関 心 事 ・

衣 生 活 満足 度・ 退 蔵 衣 服 の 割 合 な どで あ る 。 デ ー タ の 分 析 に は 単 純 集 計・ クD ス 集 計 お よ

び 因 子 分 析 を 用 い た 。

【結 果 】 外 出 着 と 普 段 着 の 選択 基 準 の 重 視 度 を 比 較 す る と 、 外 出 着 で は 自 分 の 好 き な 色

柄, デ ザ イ ン で あ る な ど外 観 性 に 開 す る 項 目 、 普 段 着 で は 手 入 れ が 簡 単 で あ るな ど 実 用 性

に 関 す る 項 目 で４ 視 度 が 高 か っ た 。 購 入 時 ・ 着 装 時 と も に 外 観 に 関 す る項i  は 各 世 代 と も

同 様 に 重 視 し て い る の に 対 し 、 実 用 性 に 関 す る 項目 で より 高 い 世 代 が 重 視 す る な ど 世 代間

に 有 意 な 差 が 見 ら れ た 。 購 入 時・ 着 装 時 に お け る 選択 基 準 の 因 子 分 析 を 外 出 着 ・ 普 段 着 別

に 行 っ た 結 果 、 外 出 着 各 ３ 因 子 、 普 段 着で は 購 入 時 ２ 因 子・ 着 装 時 ３ 因 子 を 抽 出 し た 。
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を 世 代 別 に 明 ら か に す る と と も に 、 因 子 分 析に よ り そ の 構 造 を 検 討 し た 。本 報で は 、 購 入

さ れ た 衣 服 の 着 用 の 有 無は 衣 服 に 対 す る 評 価〈 満 足・ 不 満 足 〉に 関 連 す る と 考 え 、 衣 服 購

入 時・ 着 装 時 に お け る 選 択 基 準 の 重 視 度 と 購 入 後 の 評 価 お よび 着 用 の 有 無 と の か か わ り を

考 察し た 。 ま た 、 前 報 の因 子 分 析 の 結 果 得 ら れ た 因 子 得点 を も と に 人 々の 類 型 化 を 行い 、

得 ら れ た タ イプ 別 に 服 装 に 対 す る 意 識 、 消 費 意 識 と の 関 連を 検 討 し た 。

【方 法 】 調 査 対 象 者 、 調 査方 法 は 前 報 と 同 様 で あ る 。主 な 質 問 項目 は 前 報 に 加 え て 購 入

後 満 足 し た 衣 服 、お よび そ の 後 着 用 し て い な い 衣 服（ 外 出 着 ・ 普 段 着 別 ）・ 購 入 後 不 満 を

感 じ た 衣 服 、 お よび そ の 後 着 用 し て い る 衣 服 く外 出 着 ・ 普 段 着 別 ）な ど で あ る 。 分 析 方 法

は 単 純 集 計 、 クロ ス 集 計 お よ び ク ラ ス タ ー 分 析 を 用 い た 。

【結 果 】 購 入 後 満 足 し た 衣 服 と し て 、 まず 自 分 の好 き な 色 ・ 柄 、 デ ザ イ ン の 服で あ るな

ど 外 観 性 に 関 す る 項 目 が 。 次 い で サ イ ズ が 自 分 の 体に 合 う 服 で あ る な ど 実 用 性 に 関 す る 項

目 の 割 合 が 高 か っ た 。 着 用 別 に み る と 外 出 着 に お い て は 主 に 外 観 性 が 、 普 段 着 に お い て は

主 に 実 用 性 が 満 足 要 因 と な る 傾向 が う か が え る 。購 入 後不 満 を 感じ た 衣 服 と し て 、 外 出 着

に お い て は 実 用 性 ・ 外 観 性 に関 す る 項目 、 普 段 着 に お い て は 実 用 性 に 開 す る 項 目 の 割 合 が

高 か っ た 。 ま た因 子 得 点 を も と に クラ ス タ ー 分 析 をし て 得 ら れ た タ イプ 別 に 服 装 に 対 す る

意 識 、 消費 意 識 と の ク ロ ス 集 計を 行 い 、 そ れ ぞ れ の 差 異 を 明 ら か に し た 。


